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現在の日本では、子育て家庭での抱けるペットの保宥率は 2割であるが、全国の 9割の

小学校が飼育している。今回、小学校での動物飼育の教育的効果を検討するため、教科に

動物飼育を位置づける学校の 4年生の作文と、他校の 8年生の作文を検討した。前者の子

達の作文には周司との関わりが書かれ、自他に対する肯定感、共感する心、支援する態度、

生命尊重の態度などが表現されていた。一方 6年生の作文には、人との関わりは見えず、

動物への編見と誤解など非科学的で一方的な「社会批評jが書かれていた。感性の違いは

明ちかであった。また、 3年の総合の学習に位置づけた別の小学校では、可愛がっていた

チャボの死から、心を揺さぶる命の授業ができた。このことから、学校の動物飼育活動を 3・

4年の教科に位置づけ、獣医揮と保護者の支援を得て、子どもたちに特定の動物に愛着を

培うことで、具体的な f心の教育Jr生物教育jを実践することが出来たと言える。

E 動物飼育体験が人に及ぼす影響について

(1) はじめに

様々な悲惨な事件が続き、青少年や子ども達の生命

観の希薄さが問題にされてから久しい。私は獣医師と

して多くの小学校に関わって、室主妾子ども達に援して

いるが、「死んだ・死んだjと大騒ぎしている子たち

に「だれが ?Jと質需しては「タマゴッチが死んだjと、

とても残念そうな答えを開くことがある。バーチャル

の死では、たった今まで、暖かく動いていた体が冷たく

動かなくなるという「残酷さ、辛さjは長わらない。

機械の死では、子どもたちに死の実感ひいては、生き

物の感覚が伝わる筈もない。私は冨や小学校で、生き

物の実惑を与えるための授業を支援し、その施設の動

物を捷って、動物の気持ちゃ体、生活の話をした後、

動物を抱かせて湿かく柔らかい体を実感させている

が、担いた後で l年生や 2年生から「動物は何ででき

ているの?J rどうして動くの ?Jと笥かれて仰天した

ことがある。彼らは動物を好きとは言うけれど、それ

は写真や映象からの印象で、実際には今まで動物を触

らないまま育っているため、この時うごめく体温のあ

る動物の体を実感して初めて持った疑問と思われた。

f入も動物Jという視点から、身近な動物を理解し実

惑することは、子ども達にとって必要な体験だと言え

る。現在、 9割の小学校で飼育している1)動物を、こ

のようなE的に役立てることが必要だが、まず動物が

持つ影響力を再確認し、その課題と成果を検証して、

動物飼育による教育のモデルを示したい。

(2) 動物飼膏体験が入に与える影響

動物が持つ入への影響を活用した事例として、ロー

マ時代に戦いで、障害を持った兵士に対して、乗馬でバ

ランス感覚や体の機能を鍛えるなどしていたが、 18世

紀ごろから精神病院で庭匿での作業や動物鰐育を活用

し始めた九日本でも1920年ごろに森田正馬が精神療

法として[あるがままにいるj、f昌然をそのまま受け

入れるjということを体得させるために、さまざまな

共同作業の中に、動物の飼育・植物の栽培などを取り

入れ、ニワトリ、ウサギ、サルなどを活用したお。こ

の考えは現在もつづいている。

また1997年には老人の重要病に関して、生活環境に

鳥小屋を導入することで、社会とのつながりが深まる

ことが見られ、病状を軽減できることが明らかになっ

たえ日本の高齢者施設では愛玩動物を銅育したとこ

ろ、入居者に直接元気を与えると同時に、近所の子ど

もたちが集まるなど弼激が塔えて、寝たきりの方が減

少したことが報告されている九
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表 l アニマル・セラゼーの効果(動物が人に及ぼす利点)(槙山章光1999)

f人需関採とは異なる轄Jであり、 f刺激Jr安定Jr紳Jr緩衝j作用が中心となる
生理的利点
1) 病気の回復・適志の補助
2) 刺激やりラックス効果
3) 血圧やコレステD-){.;僅の低下
4) 活動機会の増加
5) 神経筋肉組織のワハゼワ
，心理的利点。 元気づけ、動機の増加、活動性(多忙〉
2) 感覚刺激
3) リラックス・くつろぎ作用
4) 自尊心・有用感・達成感・責任感などの肯定的感情、心理的自立を捉す
5) ユーモアや遊びの提供
6) 親密な感情、無条件の許容、他者に受け入れられている感じの促進
7) 感情表出(言語的・非言語的)、カタルシス非用
8) 教育的効果(子どもに対して)
ヨ) 注意持続時間の延長、反応までの時間の短績
10) 回想作居
社会的宗j点
1) 社会的交互作用・人関関係を結ぶ「触媒効果・社会的潤滑油j

2) 言語活性化作用(スタッフや仲関との〉
3) 集団のまとまり、協力関係
心 身体的、経済的な独立を促進する(盲導犬・介助犬・聴導犬など〉
5) スタッフや家族への協力を促す

子どもへの活用は、 1960年代に入ってから心理学者

のB.M.レビンソンが、犬がある引きこもりの子ど

もの緊張感を緩め、安定させたことを体験したことか

ら、組のケースにも良い治療関係を得るために犬など

の活用が始まったペレピンソンは、子どもたちとペッ

トの関採の中で、子どもは無条件で動物をありのまま

を受け止め、動物もその子に対して再じよう ζ接し、

また決して子どもを非難しないため、子どもたちは自

分たちのペットが畠分を一番よく理解してくれる良

き話し相手だと感じて、安心して心を聞くと述べてい

る7)。

以上のような調査研究を1980年代から報告してい

る「入と動物の相互作用国際会議〈以後IAHAIO)Jに

は、人が動物を抱いた時、安心感を感じるなど副交感

神経効果が現れ、車圧が10-20ポイント程度下がるな

どの報告がされているえまた、同年米国で行われた、

f心筋梗塞で入院した人たちの一年後の生存者と亮亡

者に関する40項目についての調査jでは、配偶者のい

る入とともに、ペットを飼っている人が、ペットを持

たない人の 3倍近くも生き残っていたことが判明し

ている九この調査結果は、血圧を下げるなど脈管系

への緊張緩和の影響とともに、生きる力などに与えた

総合的な動物の影響の大きさをあらわしている。

以上のように身近なペットの存在は、生理的・心理

的・社会的に良い影響を入に与えているが、精神科医
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の横山章光氏はこれらの研究を踏まえて、表 1の如く

動物の入への影響をまとめているゆ。

(3) 入に影響を与える動物の種類について

動物飼育体験が入に与える影響の大きさについて

は、動物の種類によって違いがある。

動物達同伴の老人ホーム訪問プログラムでは、日本

動物福祉協会は犬、獲を多く用い、その他罵、ヤギ、

ウサギ、ハムスター、フェレット、モルモットなどを

活用したと報告している九前述のIAHAIOでは、特

に入になついて目を合わせることができ、感情を通わ

せることができる動物を、コンパニオンアニマル(伴

侶動物)と呼んで他の謹類から露関している。異体的

には、馬、犬、猫、インコ・文鳥などを指すが、ウサ

ギやモルモット、ハムスターなども拐い主を覚えて呼

ばれると反応するため、その範轄と考えられている。

子どもたちに影響する動物種;ごついては、筆者が

1995年に教室内で小動物を飼育している 9小学校の

48名の教師を調査した所、ハムスター、モルモット、



ウサギなどの小型晴乳類や愛玩鳥を飼育している学級

の全ての教師が、動物語育が児童に影響を与え、変

化を及ぼしたと自答した(表 2)。その変化の内容は、

「ペットが児童の話題の中心となるJr優しさを引き出

すJrクラスの雰囲気を和やかにするjなど子どもの心

や精神冨に良い影響を与えるとの事であった〈表 3)。

また、 fクラス運営が容易になるJとの答えもあった。

この事は、この種類の動物をペットとして教室で飼育

する事の利点を示している。ちなみに、そりほかの「カ

メなどの触れる興虫類・再建類jに対しても、全ての

子が変化を見せたが、魚類に対しては殆ど変化がな

かったと答えている。変化の内容は、「小型噌乳類と

愛玩鳥jのグループは、表のように心に関わることが

殆どであったが、ほかの 2者は、 f興味が広がるJr生
命が分かるjなどであり、心を動かすまで、に至ってな

い事が分かる(表4・表 5)11)。

表 3 克童の変化の内容(複数回答)

ウサギ、ハムスター、モルモット、愛玩鳥類の場合

変化の内容 % 
可愛がり、慈しみ思いやりなど心が育つ 100% 
話題が同じで、父友関係が和やかに 48% 
世話が邑然にできる、責任感が育つ 30% 
動物が子どもの気持を受け止め、安らぐ 22% 
体験を通して生命を実感する 17% 
生物になれる、気持を考える 13% 
生態がわかる 4% 

表4 ザリガニ、カメの場合

変化の内容 % 
優しさと、思いやりのや 33% 
生命を教える 33% 
興味が広がる 33% 
世話の大変さが解る 17% 
体験学習を実感する 17% 

表 5 魚類のばあい

変化の内容 % 

観察で生物への興味が広がる 100% 

可愛がり、患いやりを不す 75% 

生命の意識 50% 

気分転換 50% 

責任感を養う 50% 

共通の話題となる 25% 

以上のことから、子どもたちをひきつけ有効な影響

を与えるには、小型靖乳類や小鳥、チャボなど愛玩用

動物を錦育することが効果的だといえる。平成15年

に文部科学省が全国の幼稚圏・小学校等に配送した鰐

育手引書「学校における動物飼育のあり方jにも、競

育対象動物としてニワトリ、チャボ、ウサギ、モルモッ

ト、ハムスターが取り上げられている。なお、文鳥も

優しい性格であり、人との交流ができる種類なので十

分活用できるだろう。

また、平成13年に筆者が行った都下の小学校4年

生への調査では、家庭で暗乳類や愛玩鳥を鎮っている

子は、「友達がいじめられているのを見たらどう思う

かjとの需いに、かわいそうなのは勿論、「助けるJr助
けたいjと手段まで答えた子が過半数を占めた(密 1)。

図 l 友達がいじめられていたらどう思う?
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また、「怖いjという答えもあり、その子も婦いだ

ろう、助けたいと思う自分も怖いと感じて、そのいじ

められている子に共感していると誰測された。一方、

館育経験の無い子は、 fかわいそうJと筈えた子が過

半数を占めたが、「かわいそうJの一言以外の記述が

無かった。また、中にはそのような光景を見ると「頭

にくるjと答え、「いじめられているその子が男らし

くないjと答える子があり、明らかにいじめられてい

る子を遠くから眺めている立場を表していた。このこ

とから、動物館育体験のある子は人への共感度も高い

と推察される12)。同様にF. アシオン等も、動物との

交流が小学生の人道的態度につながる、つまり教育に

より動物への共感を養うことは、人への共感も培うこ

とにつながると述べているゆ。

また中川の調査で、教室内でモルモットやハムス

ターを館育している子ども達は、その経験のない子よ

り、「長生きしてねJrず、っとそばにいてね」などの動

物へのメッセージを多く述べ、動物のイメージを形つ

くっていることをあらわしていたが、同時に、死への

連想の言葉も多く記述し、しかも「冷たいJrキーちゃ

ん〈死んだ、モルモット)かわいそうjなど具体的な内

容を書く子が多かった。つまり愛着のある動物を餌育

する体験は、具体的な生き物の実惑を与え、その結果、

死の実感をも与えることができると言えるゆ刻。
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(4) 学校の動物錆膏体験の効果

以上のことや、飼育活動をしている多くの子どもた

ちの様子から、学校の動物飼育体験が子どもに与える

と思われる効果をまとめたい。

1 )特定の動物をある期間飼育して、動物への愛着

を培った場合

① 愛する心の育成をほかる:動物の世話を通して、

愛需・感性を培う。

② 自分への肯定惑・自尊心を培う:情が湧いた動

物から頼ちれる自分の価値に気づく

③生命尊重責任感を培う:債の湧いた動物に死

なれることにより、海しさを覚え、命の大切さを

学ぶ

④ 議室さを知る:大事な存在を持つことで、自分

の存在を謙虚に捉えることができる

⑤ 協力する気持ちを養う:大事な存在を友と共有

し、協力することで、友達と自分の関孫を見直す

ことができる。

⑤ 人を患いやる心・共惑を養う:言葉を持たない

動物の気持ちを潤察することが身につき、友達の

気持ちも思いやれるようになる。

⑦ 科学的視点、を得る:その動物への関心が深まる

ことで、他の生物全体ζ関心が広がり、科学的な

興味が高まる。

③ ハプニングへの対応力を高める:動物は勝手に

動くため、事故を防ぐために動物の次の行動を調

察して対応するなど、子どもなりに工夫をする。

これは思考力や決断力など生きる力を養う。

③ マザリング効果:動物の捧を気遣いながら縮か

く糞の片付けや掃除やえさや水やり、暑さ寒さへ

の対窓、また動物が心地よく、かつ安心できるよ

うな抱き方やさわり方を日々繰り返し工夫するこ

とで、後に新生児を持った時に苦労なく赤ちゃん

を抱き育てることができる。私は40年も動物病

読を開いているが、親について来読していた女の

子が、やがて自分自身の赤ちゃんと一緒に来院す

るのを何百も見ている。そのような母親は動物と

同様と、のんびりとあるがままに赤ちゃんを受け

入れ、体から発する要求に応えながらゆったりと

育てていると感じているが、産婦人科医も[犬猫

などペットを飼っている母親は新生児をのんびり

育てるjと意見を述べている。

以上は、特定の動物を童話しながら飼い続けて、動

物への愛着が堵われてこそ得ちれる効果である。愛着
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を持たない動物に死なれでも、合は培しいとは思えな

いだろう。

平成16年 8月の全国学校銅育動物研究会の設立シ

ンポジウムにおいて、 E置光久氏は学校の動物飼育が

子どもたちに与える影響について、[子どもを必死に

させる:子どもたちは、健康を気遣いながら動物を世

話する内に、動物がかわいく大事な存在になる。その

ため動物のために必死で工夫するようになる。また様

子を探るためよく動物を見て、ちょっとした変化にも

気付くなど、認知能力や生物への感性を培うことが出

来る。そして大人から毘われる存在である子どもだが、

このようにして自分より弱いものを愛して庇うことを

体験する。

三環関係を作る:友達と岳分、親と自分、あるいは先

生と自分という関係が、動物を介在してのそれぞれ三

項関係になる。ともに動物を可愛がる経験を通じて、

親や先生との親しみが増すなど、その関採を改善する。

また、友達などの会話や交涜を促進する。

心的視点移動:一緒にかわいがることで、友達との協

力や相手の気持ちを考える習慢をつける。また、世話

の対象の動物の気持ちを考える。つまり相手の身に

なって考える能力を養う。jと述べている15)。

2) 一時的に動物を見た場合でも得られる効果

① 緊張を緩める:子どもも大人もぬいぐるみを好

きな入が多いが、人は丸い自を持つ毛のむくむく

した動物を見ただけでかわいいと患い、癒しを感

じ、周りの人と容易になじみ話しあうことができ

る(社会的潤靖油効果)16)。これを、コミニケーショ

ントレーニングにも役立てることができる。

② 動物への興味を引き出す:一時的な出会いで

あっても、毒物の存在にEを関かせることができ

る。が、動物の気持ちを謂察するには至らず、一

方的に興味本位な関わりになる欠点がある。

③ 動物との関むり方は子どもの心理的状態を顕

す:動物に意地悪する入が時々見られるが、感情

を顕すコンパニオン動物に対して酷いことができ

るのは、その人の気持ちが安定していないことを

顕すと考えられている。 FBI(アメリカ合衆国連

邦捜査局)は、連続レイプ殺人犯など残酷な犯罪

を繰りした者の内、 36%は少年期から、46%は青

年期に川、さな無抵抗の動物に残酷な行為を行っ

ていた経歴があったJと、報告している。実足掛

悪犯の80%以上になる17)。また、マサチューセッ

ツの動物虐待防止協会の報告では、 1975年から



1986年の関に動物農待事例で訴えた153入に関し

て、事件前日年の生い立ち記録と事件後10年の

追跡による20年にわたる調査をしたところ、こ

の人たちは動物虐待をしない対象群と比べて、人

への暴力事件を 5倍、窃姿事件は 4倍、覚せい

剤や麻薬事件では 3倍の多さで引き起こしてい

たゆ。しかしこれは f残酷に動物を扱っていると

やがて犯罪者に育つjとの事ではなく、いくら大

人が動物との付き合い方を教えても動物に残酷な

行為をする子どもは、その時点で f心が病んでお

り、手当てしないと、将来凶悪な犯罪を起こす危

険性があるjという事である。

身近な動物の存在が子どもの心の安定に役立つだけ

でなく、その子の心の傷を示す指標にもなるのである。

つまり子どもの動物への接し方を見れば、その心のス

トレスを早期に発晃出来るほど、動物は直接子どもの

心に深く動きかけていると言える。

また行為揮害の診断基準に f6ヶ月以内に動物の体

に残酷なことを繰り返すJOCD-10)が入っているが、

繰り返し動物に酷いことをする入は、動物への感性が

未熟なものの抱に、自身が〈虐待されるなどの〉スト

レスを受けている者、あるいは発達障害など、不安定

な精神状態にある入と考えられている。このような場

合ただちに親をふくめての対応が必要で、子どもたち

の身近な動物は、これらの問題を皐期に発見させてく

れる貴重な存在と言える。動物虐待と対人暴力の結び

つきを研究しているフランク・ R.アシオンは動物虐

待を入への暴力の最初の発現ととらえて、体帝jとして

動物虐待の事例に対応する必要性を説いている19)。

E 学校での動物館育

(1) 我が冨の国・学校での飼育動物の必要性

前述の如く、動物の入への心理的、生理的、社会的

な影響が大きいため、欧米では特に幼児期の感情、自

尊心、自制心、自立心はペットを育てることで壌うこ

とができるとの考えがあり 20)、子どもを持つ家庭の過

半数がペットを飼っている。子どもとペットがいて初

めて完全な家震になるとの考えである。一方、わが匿

の小学校4年生のベット保有率を見ると、犬猫・小型

ほ乳類・小鳥など、抱いて触れる動物を飼っている子

は 2割迂どであり、魚が 2語、{可も飼っていない子

が 5割強であった。つまり日本では、温かい体涯を感

じる動物を触れたり抱いたりしたことがないまま育つ

子が 7割を超えている21)。最近は、「動物は語調で不潔j

との感覚が流布され、ますます動物を調う子育て家寵

が少なくなっているが、幸いに生活科の体験学習の中

に動物飼育も取り入れられて、前述の如く、全国の約

9割の小学校で飼育舎での動物館育がされている。ま

た多くの学校では、ウサギあるい誌ニワトリ類を館育

している。鳩貝等の調査。では、回答校569校のうち

78%がウサギを飼っており、 66%がチャボ(ニワトリ)

を飼っていた。そのほか、小鳥 6%、ハムスター 2%

のほか、アヒル、モルモットなどが飼われていた。こ

れらの動物は前項の結果から見ても、子ども達への彰

響が期待される種類と言える。

(2) 冨・小学校における飼青体験教育の成果とあり

方

I章(4)のけで述べたように、学校で子どもの身

近で了寧に動物飼育している場合、子ども達によい作

用を及ぼすと考えられる。

また、良い動物銅育体験を子どもに与えるためには、

学校全体で動物飼育の缶値を確認して、教育計画に泣

置づけた飼育体験活動を構築する必要がある。市と獣

医師会が飼育支援体制をとってから13年の西東京市

の事例をもとに飼育体験教育のあり方と成果を検討し

たい。

1) 西東京市の状況

西東京市では動物飼育を総合や生活科に金量づけて

いる小学校が全公立小学校の 3割近くなっているが、

これらの学校は、春の保護者会で飼育による教膏方針

を説明し、その上で f舎に休みは無いjと、子どもた

ちに理解させ責任感を養うため、体Eの世話を親子一

緒に対応するよう ζ伝えている。毎週末には交替に保

護者が子どもと一緒に登校し、親子当番として何ヶ丹

に一臣の共同作業を通して良い関係を作っている。実

際、荒れていた子が、母親が抹みの当番に来てくれる

ことで落ち着き問題行動が治まったことも見ちれてい

る。

また、子どもたちに動物への理解と親しみを培うた

め、獣医師の支援のもとに飼育導入授業を行う。この

際、必ず学校の動物を題材に行う。 10人に 1~程度用

意するため、動物数が不足するばあいは近隣の小学校

の動物を借りて行うが、これにより学技関の繋がりが

生まれてきている。

〈事例 1・4年の総合の学習の鱈育活動〉

東京都では、毎年獣医師会と教育委員会で協力し
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て「動物飼育非文コンクールjを開催しており、平成

17年度試11校が応募し117編の作文が集まった。その

内最擾秀校であった酉東京前立保谷第二小学校の作文

から検討したい。この学校では、平成14年度から年

間の教育計画に沿って 4年生の総合の学習(年間35時

間)に飼育活動を位置づけている。

授業は、春の獣豆師による飼育導入授業から始まっ

て、日常の動物の世話をつうじて、動物しちべ、新開

っくり、秋の学芸会の裂の台本、作文、あるいは美術

展示会などに活用し、 3月には下級生への引き継ぎ集

会の後、一ヶ月間一緒に世話をして経わる。

成果:3年の実践の後、学校は教育計画書を作成し、 f他

の教科との関連jに、その成果を記述している。

冨語・・体験したことから文章は溢れるように出る。

飼育新聞作り二回を還して表現させた。ま

た、作文教材と関連させた指導が効果的で

ある。学習発表会の劇の台本作り、演技の

取り組みでは、錦育体験の感想、をセリフに

したり、飼育動物と登場する動物との違い

7 表 6 作文 l

や共通点を考えながら演技を考える指導が

できる。

理科・・季節による動植物の変化の単元の、生命の連

続性と関連させる指導ができる。また獣医師

の支援を得て子どものもつ疑詞を掘り下げ、

新たな疑問・事象のつながりに興味を持てる

指導ができる。

鉢膏〈保健)・・7育ちゆくわたしjの単元で体の或長や、

第三次性徴と関連させる指導に繋げら

れる。

図工・・愛情をもってかかわっている動物に対して、

興味を持って観察するため大きな表現力を

発揮することが見られる。

道管、・・弱いものを支配しようとする潜在的な心情

や独占欲に気づき、初めて相手の立場を思い

やる心が育つ。 rooしてあげるjから roo
してほしいのかなjという同等の立場まで深

まっていくことで対等の関係ができる。ここ

まで意識が高まる{飼育jは、道徳的値値の

作文 1r命Jを見ること 西東京市立課谷第二小学校 4年女子

4年生立なって飼育が始まった持、きっとかん単にできるようになると思いました。鳥と熱帯魚を飼ったことが
あったし、おばあちゃんの家には、年をとった犬がいたから白内障になったり、その他の病気になったときの様子も
克ていたからです。また、犬が死んでしまった時のことも覚えていましたから。

でもそれは「見たjだ、けだ、ったのです。看病したり世話をしたわはおじいちゃんやおばあちゃんやお母さんだ、った

のです。鳥が死んでしまった時、お母さんはスポイトで水を飲ませて手の中であたためていました。弘はそれをドキ
ドキしながら見ていました。
それでは学校の鱈育ではどうでしょう。自分がさわって、世話をして捧の具合に気をつけて鳥やウサギの病気に気

づいてあげなくちゃいけません。自が見えないとすごくこわがりになることがわかちました。わかるのは音とにおい
だけだから、動物がこわがる音や声は出さないようにしてあげたいと思いました。今でも、シルフィーやラバがびく
びくしていたのを思い出します。人間は怖い時には誰かのそばにくっついったりするけれど、動物もそういうことを
することがあります。したくてもそこに家族がいないことの方が多くて、ウサギなどはかわいそうだと思いました。
一年生に動物とのふれあいを教えている時、とても姉がっている女の子がいました。体がかたまって動きませんで

した。
f大丈夫だよj

としか言ってあげられなかったけれど、
f動物の方がこわがっているから、急に5j5jをバタバタしたり、ウサギもどューンと走り始めたりするんだよ。やさし
くしてあげれば大じようぶj

と、言ってあげれば良かったと患いました。私も最初はチャボを持てませんでしたが、やっと持てた時はふわっとあ
けたたかくて、患ったより軽くて少しこわいと思っていたチャボの顔がかわいく見えました。

やっぱり自分がさわって自分が責任を持つと、だんだんかわいいと思う気持ちゃ、思い出して気になったり心配し
たりする気持ちがわくなぁと患いました。
ただ晃るだけでなく自分たちで飼育をすると、「命Jをみているんだという気がして、こんなふうにいろいろと動

物の気持ちがわかってきました。家で動物を飼う持はもっと私もやらなくちゃと思います。でもそう言う気持ちが強
くなると、病気になったり死んだりしたときすごく悲しくなりそうだなあと患います。
一年生があの授業のあと、チャボの絵を書きました。ふるえて動けなくて下を向いていた子辻、きっと誌とんど見

ていなかっただろうなと思っていました。でも絵を見てびっくりしました。邑も影もチャボそっくりでした。いつも
J飼育をしている私だ、ってこんなに本物と同じにかけるか、あまり自信はありません。私だ、ったら、箭かったりあまり
興味がない物は、ついつい見逃してしまいますが、こわくても観察する力がその子にはあるんだなあと患いました。
f命を見ると言うことはとても幸せを惑じるものだけど、その合の重さはとても大きくて、ず、っとつづくと患って

た命が消えてしまう時の悲しみはとても大きい。『命』を見るというととは喜びも悲しみも味わったと言うととだと
'思いました。
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8 表 7

作文 2 ①悲しかったけど頑張った飼育保谷第二小学校 4年男子
ぼくは、飼育をやり始めた時は、「銅育って、冨白いかなjなんてことを考えていたり、「戦わせられるかなあjな

んてとんでもないことを考えていました。本当に最初のころは、「つつかれないかなJとか、思っていたもんだから
うかつに館もあげちれなかったです。それに、まだそうじとかの縮かいやり方も分からなかったから、むずしくてた
まらなかったです。
そして、ぼくがだんだんなれてきたころに、前から具合が悪かったチャボのシルフィーがたおれました。その時は

国語の時間で、それを副校長先生が見つけたそうです。ぼくはその持、到の場所で加の事をしていて、池尾先生に教
えてもらうまで全然気付かなくて、「えっ本当jという気持ちで教室に行きました。教室についてみると、みんなし
いんとしていて、
fシルフィーがんばれj

と応援したけど、シルフィーは患も少ししかしていなくて、今にも死にそうでした。でもぼくたちは、ただいのるし
か出来なくてほかに何も出来なくて、とても悲しくて、きんちょうして、しかも歯がゆかったです。そして、夫のイ
エローを連れて来てもあまりこう果がなくて、ようやくじゅうまの先生が来て、お水を飲ませたり、砂とう水を飲ま
せたりしました。結局、じゅう置の先生が動物病院に連れて掃りました。その日誌 fシルフィーは大丈夫かなjと、
考えていてなかなかねむれませんでした。次の日の朝ちょっと心配しながら学校に行った。そして二時間目あたりに
副校長先生が、 fシルフィーが元気になりましたよjと、言いに来ました。ぼく泣その言葉で思わず飛び上がりました。
その時は心そこうれしかったです。その日中は、もううれしくてたまりませんでした。

でも、それから数百後、とても悲しいお知らせが入りました。なんとシルフィーの病気が悪化し、シルフィーが亡
くなったのです。そのことを霞いた時は、悲しさのあまり、ただぼうぜんとしていて、約十秒後ぐらいにはっとしま
した。 fシルフィーは苦しみにたえながら良くがんばったjとか、「なんでシルフィーは今まです、っとがまんしたんだ
ろう。そうか、ぼくたちゃ家族に希望をあたえてくれていたんだ。ありがとう」そんなことがぼくの脳をよぎります。
そして、獣医さんは、
f君たちのせいじゃないよj

と、言ってくれたのでとてもうれしかったです。そして、シルフィーがなっていた病気は人間の病気で言うと、はい
がんだ、ったそうです。ぼくはそんな痕気にシルフィーはなっていたんだな、と思いました。そして、そのシルフィー
のはいの写真をみてると、なんと自いできものが沢山できていて、はいの周りを:.t3おっていました。そして、シルフィー
のレントゲン写真を見てみるとほとんど空間がなくて、これじゃあ患をするのも大変だな、と思いました。そして、
死んだシルフィーの胃ぶくろ辺りをさわると、何も入っていませんでした。多分だけど、患をするのでせい一杯でヱ
サを食べるのも大変だったんだと思います。

今は、シルフィーやウサギのラバが亡くなった事もあり、エサの量や水の量、掃除の仕方や体調チヱツクに気を喪っ
ています。最初のころとくらべてはるかに動物達にもなれ、好きなエサなど分からなかった事が分かつて来て、そし
てそれを入に伝えちれるようになりました。そして、何よりも変わったのが動物に対する気持ちです。最初はきょう
み本註でやっていたのが、今では fもう絶対これ以上他の子達をなくならせないぞJとか、 f責任を持ってやるぞ」と
いう気持ちに変わっています。これからも飼育を頑張りたいです。

高い体験活動といえる。

*その子たちの f動物飼育作文コンク-)vJ応募作

品かち影響を検討したい。

保谷第二小学校からの応募凶作品はどれも[伝えた

いことjであふれており、平均字数は制張字数1，600

文字の所1，350文字であった。どの作文にも、作文 1

のように、動物との関わりだけではなく、人同土の関

わりも記述され、その視点が自分からだけではなく、

相手から、あるいは別の角度からと縦横に立場を変え

て考えているのが特撮であった。作文 lの子は、家

庭でも動物飼青をしているが、学校の動物を世話した

ことで、 4年生ながら命ζ対して深い混察をしている。

また自他への肯定感を持っているのが分かる。実際に

動物の童話をしているので、内容が具体的で、ある。

作文 2は男子の作文である。割譲の1，600文字いっ

ぱいに伝えたいとの思いで書いているようだ。これ

らが書かれた時期は10月末で、飼育を始めて 6ヶ月

経過していたが、死んだシルフィーへの気持ちも勿論

だが、飼育そのものへの惑覚が書かれている。この学

校の他の子の作文の書き始めには、飼育舎にある糞が

イヤだとの記述があるが、この子も最初はいやだった

掃除が、動物達が可愛くなるにつれて、気にならなく

なったことが分かる。別の子だが、一昨年の引き継ぎ

集会の感想に f引き継ぎ集会で説明してくれた 4年生

が悲しそうだ、ったので、こんな臭い奴らとわかれるの

が、なぜ悲しいかと思ったが、一年間飼育をして自分

たちが 3年生に飼育を渡す時期になったら、昨年の 4

年生が悲しそうだ、った訳が良く分かつたJとの意味が

書かれて、体験の積み重ねで変イじする気持ちが表れて

いたが、この子も半年の世話の結果、岳分たちが動物

の命の責任を持っていると自覚し、 f何よりも変わっ

たのが動物に対する気持ちです。最初はきょうみ本企

でやっていたのが、今では fもう絶対これ以上越の子

達をなくならせないぞ」とか、 f責任を持ってやるぞj

という気持ちに変わっています。これからも飼育を頑

張りたいです。jと、述べている。
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また、 4ヶ月前のシルフィーの死についても鮮明に

その状況が記寵されており、豊かに表現されている。

特にf教室についてみると、みんなしいんとしていて、j

fシルフィーは患も少ししかしていなくて、今にも死

にそうでした。でもぼくたち辻、ただいのるしか出来

なくてほかに何も出来なくて、とても悲しくて、きん

ちょうして、しかも歯がゆかったですJなど、チャ

ボが倒れたり、一時回復して、やはり亮んでしまった

ことに襲して、当時の戸惑いと悲しさが臨場感ある言

葉で書かれており、体験の重みが表現されている。学

校の年間教育計画書の国語との関わりにあるように、

まさに言葉はあふれるようにでてくる。

この事例について、最初子どもたちがチャボの顔色

が悪いと先生に訴えて、動物病院で治療したが好転せ

ず肺ガンだと予想されていた。死後獣匿簡は解剖して

謹定診断を行い子どもたちに説明した。これにより子

どもたちに体の纏康、構造などの基礎的な刺激を与え

られたと考えられる。

物園の一日体験を重視している小学校の鱈育委員の子

の作文を 2編掲載する。ここは、越境者が多数占め

る中央の有名校であるが、この学校からの作文は規定

の凶編が集まらず 2編であった。ここは文部科学大

臣も訪問するほどの優良校のため、これらの 5・6年

生の飼育委員は、語糞を駆使して優れた文章力を発揮

している。しかしどの作文にも登場する人間は自分一

入であった。内容を見ると概念的であり、実際の本人

皇身の考えが見えない。視点が自分からの一方向であ

り、動物の気持ちへの冷静な洞察は見られない。また、

自身の立場は顧みず、周囲に対して批評的である。な

お、以下のように動物への誤解が見られている。①動

物は病気を持っていると思いこんでいる。②金魚が腹

を上向けて泳いでいたら、正常とは言えない。③冬に

カメが潜りたがるのは、冬眠である。②全ての動物達

のーコの命の重さは、平等ではあり得ない。 6年生な

ら、自分たちが肉や魚を食べることを自覚すべきだろ

う。これらの作文を見ると、彼らの貧弱な動物捧験が

見え気の毒な思いがする。また、彼らは冷静な科学的

〈事例2・移動動物屋活用) な視点で動物を見ることが出来ないまま記述している

対象として、毎日の動物飼育体験より業者の移動動 が、このまま進むなら f人間も動物jということす己、

9 表 8

作文3 移動動物冨-8鉢験をしている学校の推薦作品
CDrどうぶつ 6年男子

咋自撲の学校に移動動物園が来ました。正直いって撲はマンションに住んでいるせいか動物とふれ合う機会がるり
ません。 f晃るjということはありますが fふれ合うjといった事は幼稚園の移動動物園以来の気がします。僕は最近
動物の病気がはやっているので動物にあまり近づきたくないと思っていました。しかし昨日短時間でしたが動物とふ
れ合うことになりました。そしてウサギをだこうとしたりヒヨコを見たりしました。すると不思議なことに心がだん
だんと和みヒヨコの巨などの可愛らしさにひさしぶりに気付いたのです。このような事は時々あります。例えば橿父
母の家に遊びに行った持そこで飼育している金魚を観察したり、えさをあげたりします。すると金魚の意外な一面〈こ
の金魚は目のあたりに迂くろのようなものがあるとか、壊を上にむけて泳ぐなど〉を発見し妙に親近惑をもったりし
てしまうのです。他にも学校で、亀を飼っているのですが撲にはいつも関じ事をしている生き物にしか見えませんでし
た。しかし秋になり冬に近づくにつれて、まるで寒さをしのぐかのよう、せっかくの籍庭愚の石をかたむけ、その下
にもぐりこむことが増えてきていることを発見し、[亀も亀なりにがんばっているなあjと感じ亀が愛らしく見えて
きました。

この議に動物は人間の心を豊かにしてくれると思います。また人間もそれを必要としていると思います。人間は科
学の発展のためにずい分動誼物を犠牲にしてきました。ですから動物が痛気をもっていても犠牲にしてきた動物を今
こそ科学の力で保護していくべきだと患います。

②無題 6年学校推薦作品
ぼくは、もともとかわいい動物をさわってみたりすることが好きでした。だかち今Eはいろん主動物をさわれると

寵くととてもうれしかったのです。そしてその動物たちはかわいい動物たちばかりでした。そこでぼくは感じたこと
がありました。それは何かというと今まで動物をさわる時は 1種類ばかりだったけど、今回はいろんな動物をさわっ
たことにより、全ての動物達の 1コの命の重さはずべて等しいということです。つまり全ての生物は差別されること
はないということです。

ぼくはこの考えにより動物たちがもっとすきになってしまいました。ぼくが今日さわった中で一番好きだ、った毒物
はヒヨコです。なぜかとうと小さいので赤ちゃんみたいであるというイメージをもっていたからです。ぼくは今鰐育
課をたんとしています。ぼくは今回の移動動物冨でいろんな動物をさわったことにより飼育探としての志というもの
がかわってきたような気がしてきました。ぼくは最高学年としてこの気持ちを 5年生たちにめいっぱい伝えたいで
す。話がもどるのですが動物が好きなのは動物たちとたわむれていると何か心がいやされるような気がするのです。
ぼくは動物にはこんなような力があるんだなと患いがしてしまいました。この動物にいやされる気持ちも 5年生たち
に缶えていきたいと患います。
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理解できないだろうと危慎される。 のおかげで具体的な心を揺さぶる J命の授業jになっ

なお、この学校の応募者 9名の作文の平均字数は た。

655文字で〈先の小学4年生は1.350文字〉、実体験が

ないため心からの惑動も労識・苦労もないことから、

人に長えたい事柄を持っていないと推測される。実際、

約半数の子が作文に題名もつけていなかった。

(事例 3・3年総合の学奮の錦育活動〉

西東京市立柳沢小学校は昨年度まで、 5~ 6年生の委

員会活動として飼育を行っていた。当時、学校全体の

鱈育への関心が抵く鋳育担当教員だけに任せておい

た。担当教員は委員会とまかせ、結果として飼育に大

人の自が愚かず、動物は名前もなく治療もされないま

ま毎年数頭が管理不全で死亡し、学校の担当獣医師の

所に埋葬依頼で運ばれてきていた。

平成18年実から、 3年生の総合に飼育活動を位置づ

けることを決め、前期末に新 3年生(当時 2年生〉に

動物への実惑を持たせるため、 f動物の気持ちを伝え、

実際に動物を抱かせるj飼育導入授業を獣医障の支援

で行った。そして、新学期からは、ウサギを 3年生に

身近な、教室の燐のオープンスペースで飼い、 1クラ

スに 1~ずつ担当させている。

或果:拐育導入授業により、 3年生の動物飼育への

関心は高まり、館育舎のチャボたちにも気持ちが向

いて、童話が行き届くようになった。また、この形

で飼育を捨めて 3ヶ月の 6丹に、チャボが体調を崩

したのを感じ取り、入院治療を受けさせることがで

きた。また、そのチャボが数日の入院治療の後、死

亡したたゐ具体的な命の授業を行うことができた。

授業では、教師の説明のあと、診療した獣医師が経

過と死国を説明し、 3年生全員に死体を見せた。これ

ζより、子どもたちに死を実感させ、納得させること

を期待した。なお、獣匿舗は子どもたちに、このチャ

ボは癌で死亡したので、「君たちのせいではないjと

説明したが、子どもたちは、「世話を始めて、一番に

近づいてきたのは死んだクロッピだ、ったJr実は病院

にお見舞に行ったが、中に入らずに、 3時半ごろ表で

祈った。死んだのは 4時と聞いて、まだ生きていたの

で祈りが届いたと思え嬉しかったJr抱いて、なでて、

クロッピの最後を覚えていてjなど様々な自分たちの

思いを述べ、父親を亡くしていた子が fやはり焼いて

埋めてあげるのが良い。天国に行けると思いますjと

述べた。子どもたちは泣き、それを見て教師も感動し

て泣き、校長は飼育の凄さを惑じとった。

この授業は、 f子どもたちが可愛がってきたチャボj

(3) 学校等で、の飼育活動への課題と対応

1 ) 課題

動物飼育は理科に大いに関係するが、現行の学習指

導要領には、「動物を飼ったり、植物を育てたりしてj

と生活科に記述がある。また、総合の学習、それらを

まとめる道徳にも記述されている。また、平成14年

には、学習要綱の行動の記録に生命を大切にする態度

を育むために「生命尊重・自然愛護」の評価が新設され、

動物飼育を教育手段とする環境は整っている。しかし、

現実には教員養成課程に飼育の意義、目的、やり方に

関する授業が殆どないため、多くの先生方は対応方法

がわからずに、学校全体で、生き物としての扱いを忘

れることが見られている。

図2 飼育上の課題(得点制) 04年鳩異等

その能量 1.0
ふれあい指導不明

感染症llt/~ギー
悪臭鳴き声

病気怪我処置困難
死亡時の処量罰難

糞尿廃棄法不明国 1.7

長期休業世話大変 F三三汁24.7
土E世話大変沼田11111111111119.3

詞育舎修理大変
飼育舎清掃大変

餌の確保圏難
館育方法不明
入手方法不明 U0.6 

割合(%) 0 
25 50 

東京都獣医師会の調査 (2006)では、明らかな死国

が分からないまま死亡する動物が遅半数を虐めている

ことが判明している。実際にはこれらの原因は、銭死

など世話不足によるものも多いと考えられているお。

この様な飼育状況では、子どもたちによい影響を与え

ることはできない。鳩貝等23)は屋・学校での飼育の課

題を図 2のように報告しているが、学校の館育の課題

には、①長期休業の世話②土日の世話②飼育舎の清

掃④死亡時の延童、などが目立つ。なお、獣亘師会

による調査では、志ず子どもへの衛生問題、アレルギー

への不安が挙げられている。

2) 対志

西東京市の事例からみれば、。から③までの課題解

決には、園・学校全体で飼育をする目的を f命の教育
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11 表号

平成四年 6月現在県別飼育支援体制がある自治体

40都道府県に渡る153事例(121甫区町村と23都道府県 9政令都市)
1081市〈区)可村と 9政令都市=1090甫(区〉町村(全市豆町村の59%)

1 連携の形態

・学校獣医師が教育長から委嘱されているところ
嘱託獣医師任命・群馬県議市・戸田市 内灘町非常識公務員扱い学校獣医師任命・八戸市

・その他は委託契約が多いが、単に治療費支払いの申し合わせの場合もある。
「学校魅力詑予算Jr豊かな心を育てる誰進事業費jなどに入れる場合もあり、鰐育支援が不確かな状況もみられ
ている。

-農水省委託?家畜伝染病監視体髄整嬬事業学校現場型jが県の事業にはあり指定校方式で県内の10数校から数十校
を指定して行っている。衛生検査に終わらないような注意が必要。

(*)印は事業化されていない。時に講諦料のみ予算がでている

(@)小金井前は学芸大学附属小と冨との契豹で自治体は孫わっていなし迫。
2 都道府県との連携

-教育委員会と委託連携:(全域学校支援、教員・管理者研修)群馬票
: (全域教員研修・希望校支援)栃木県福岡県*
: (教員研修年 I臣、モデル校を支援〉茨城渠東京都
: (モデル校に支援)箆島渠

ー県の農水部門との連携:家畜伝染病対策:東京都 (20校限定)向山県(23校張定)
・県の生活衛生課部門と獣医舗会:福島県 山梨県* 長野県*

福井県* 奈良黒* 島根県*
-獣医師会が独自に活動:(全域の小学校に「棺談に対応するJと呼びかけている)

北海道*山形県*宮城県*富山県*愛知県*滋葉県*三重県*佐賀累*
・県の教育委員会と協力:大阪府*広島県*長崎県*
3 政令都市の連携

さいたま市千葉市横浜市川崎市京都市神戸事北九州市*福陪市

大阪市(動物愛護推進協議会)* 
4 市区町村との連携
青森県〉八戸市青森市*
栃木県)佐野市茂木町真関市大田原市小山市足利市さくら市

埼玉県)蕨市戸田市所沢市 JII越市新座市久喜市志木市三芳町
東京都〉渋谷区呂黒区練馬区江戸川区世田谷区杉並区品川区小平市西東京市八王子市調布市日野市清瀬甫

板橋区武義野甫東久留米市町由市小金井市G足立区*千代区北区*葛飾区*謡域市*多摩市*瑞穂
町*東村山市*冨立市*昭島甫*八丈島村*

神奈川県;)棺摸京市秦野市藤沢市茅ヶ埼前大磯町海老名市小田原市平塚市座間市*大和市*譲瀬市*
千葉県〉桔市市}丹市習志野市船橋市君津市市原意*長生郡*
山梨県)笹吹市 新潟県)新謁 静詞県〉浜松市静岡市*
愛知県〉豊;rr市岡崎市安城甫豊田市春日井市小牧市と稲沢市 (H18年度から〉

岐阜県)岐車市梅津町山県市各務原市笠松町語斐川町大垣市神戸町池田町八百津町美護市関市坂祝町 J!I
辺町美濃加茂市可児市中津川市土岐市飛騨市高山市

滋葉県)大津市 三重県)四日市市
石川県)金沢市内灘町 京都府)宇治市
大薮j脊)高槻市*東大阪市*門真市*吹田市*和泉市*大東市*
兵車県)明石市西宮市 和歌山県)和歌山市*橋本市*田辺市*
香月i県)高松市* 宮埼県〉宮崎市*日南市* 鹿児島県)鹿児島市*
愛媛県)松山市 議本県〉合志市*
長騎県)佐世保吉*長崎市*奈良黒〉奈良市 徳島県〉徳島市

のためJr動物の生態を知るためJr労働と喜びを子ど

もたちに理解させるためjなどと、しっかり認識して

教青に位量づけて子どもも教師も飼育ζ親しみを持つ

指導を行うことが重要である。動物に親しみを持ち愛

着を培うことで、学校にも子どもにも動物を安楽に生

活させるために工夫をする動機を培うことができる。
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06年 3月の社)日本獣医師会調査をもとに作成

結果これちの課題は f関わる喜びJとして解決される

と言える。

また④や健康などへの課題には、地域の専門家の獣

医師や医師などの支援を受けて科学的立対F忘すること

で解決される。学校には理科の専門の先生が少ないた

め、科学的な視点は少なく社会の不安に抵抗しようも



ない。烏インフルエンザやカメ騒動にみられるように、

保護者や社会からの非難を恐れて、捨てたり隔離など

で動物を排捨することも晃られたが、学校法[掃除と

手洗いなどで充分対Joできるjと、専門家の支援があ

れば、「愛情を基本に科学的に対F忘することjを、保

護者に発{言できる。実擦に、鳥インフルエンザ、騒動の

時は、西東京事や組の地域で獣塁師会による学校への

支援が行われている。

〈街地域獣医師会の錦育支援

酉東京市は市の獣医部会ζ平成 3年以来「学校にお

ける飼育動物の診療と飼育指導に関する事業jを委託

して、公立小学校での動物鏡育を支援している。 14名

の獣医師会員全員で、市内全19小学校に毎年定期訪問

を行い、交流しながら学校を支援している。また他の

多くの地域でも何らかの支援体制があるが、西東京市

や多くの良い成果をあげている地域の支援の自的と方

法を下に記述する。なお獣雲師とは、臨床と基礎医学

や動物学を諺めて、小動物の診療や基礎竪学の他、人

と動物の共通感染症予防、食中毒予防など公衆信生や、

食肉確保のための家畜講生、生態系保護などζ関わっ

ている動物に関して唯一の国家資搭である。

学校担当獣医師の活動のE的と実際

目的:1 子どもが需を持って動物を飼育し、教育的

な刺激を受けられるように助言・支援する

2 飼育が愛護や公衆寄生上適切に行われるよ

うに助言・支援する

〈学校への社会からの非難を予防する)

方法:1 日常の学校の相談相手

2 動物の鍵蔑診断と診療

3 飼育への助言

〈①教員研修会 ②定期学校訪問で学校の

事需を見ながち助言〉

4 希望に従い、飼育導入授業など支援する。

〈親しみを持たせるため、動物の気持ちを

伝えながら抱かせる)

5 以上のことを、教育委員会、校長会、時に

はPTAなどと検討諒議しながら行う。

全国的には、行政との話し合いが進まないまま、県

の社冨法人の獣医師会が相談窓口を設けたり、地域の

動物病読の集まりが支援している地域もみられる。

平成元年には、獣医師会と連携する自治体は棺模原

市だけであったが、平成18年 8月に E本獣医師会と

協力して行った調査では、自治体と一緒に何らかの支

援体制をとっている、あるいは獣医師会として管内の

教育施設に支援を申し出ている地域は40都道府県に

広がり、 153事例(121市区町村と23都道府県 9政令都

市)になっていた。これらの管内の市区町村は1，090

になり、 3月末現在の全市区町村の59%を占めていた。

E 考察

今、青少年や子どもたちに思っても見なかったよう

な猟奇的な事件が続出し、命の実感、入との関わり、

自他への共惑を培うのが、大きな教育の課題である。

それに動物飼育を役立てるとの考えのもとに、学校で

の動物飼育は奨励されてきたが、学校の無人警錆によ

る休日の世話の困難さ、子どもたちの安全問題、愛護

家からの攻撃など課題が多いため、飼育の良さは認識

されないのが現実である。また従来からの動物館育ほ

環境教育の一環として、飼育舎を維持するための動物

飼育委員会活動とされている。動物を好きな子どもた

ちが学校全体のために設備を維持することを期待され

ており、彼ら自身で動物の飼育方法を見つけさせるこ

とが教育であると考えられている。しかし、今回の西

東京の市立小学校の実践によって、大人が飼育環境を

整え適切な飼育法を指導しながら学年の教科として位

置づけることで、子どもたちに豊かな感性を養うなど、

学習指導要領が求めるような f命の教育Jr科学教育j

に充分な成果をあげることが確認された。学校の教育

課程は、多くの課題で既に満杯で動物飼育まではとて

も考えられない現状はあるが、従来の教育方法では今

の猟奇的な事件はいっこうに収まらないのが実情であ

る。教育関係者にとって不得意であろうと、この生き

た動物を活用して具体的な命の教育を実践する価値は

充分にあると言える。動物の飼育の意義のマザリング

効果まで考えれば、学校の動物飼育は入としての土台

を培い、かつ将来の国民の子育てにまで重要な役割を

握っている。

なお、西東京市のように、適切な飼育環境を実現す

るためには、その学校の状況に合わせた場言と、 f暴病

動物への対応に地域の動物病院の支援体棋が、抹日の

対応については保護者の支援体鰐が必要である。また

忘れてならないのは、子どもたちに動物への親しみを

培うことであり、その点で、鱈育支援授業は大きな意

味を持つ。
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現在、西東京市の小学校で学年飼育をしているのは、

全校の 4割近くであり、教科に生置づけている学校は

3割近くなっている。教訴は飼膏活動が楽になり、か

つ効果的になったと感想を述べている。そして、子ど

もや親・教師の(いたいけな)動物を庇う気持ちが核

になって、学校を中心とした支援ネットワークをつく

り、またこれが f地域の顔が見える活動jにつながり、

学校への清掃奉仕や様々な行事への参加、そして防災

ネットワークにも発展していく事例も見られている。

動物が、社会的な繋がりを助けている一つの効果と考

える。

なお、適切な飼育体験による教育にt必要な獣医師の

支援体制法、報告の通り年々増加しており、学校獣医

師を制変化する自治体もみられている。{子どもを育

てるなら群馬県jのキャッチフレーズの群馬県は平成

18年変から全ての公立幼稚冨・小学校等に担当獣医

師を匙り付けている。

現在、子育て家庭での「抱けて体温を感じられる動

物の保有率jが 2割程度しかなく、学校での動物保有

率が 9裂という状況では、 f良い子を育てるためjに、

昔のように、子どもが動物とたわむれて育つことがで

きる環境を、まず学校に用意することに現状打開の可

能性があり、そのために行政が中心となって、地域の

力を合わせることが必要だろう。
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